
1

令和４年度「帰国後技能実習生に対する支援実態等調査」（概要）

１．調査趣旨

３．調査方法

本調査は、技能実習生を受け入れている監理団体及び企業単独型実習実施者（以下「監理団体等」という。）を通
じて、令和３年度に帰国した技能実習生（以下「元実習生」という。）の帰国後の就職状況、就職支援・技能移転に係
る支援の実態や現在、本邦に在留する技能実習生の技能等の修得等の実態を明らかにすることを目的とする。

調査対象数 有効回答数 回収率

3,116  2,810 90.2％
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（別添２）

２．調査対象

（１）調査対象者に対し、調査票とオンラインによる回答説明書を送付
（２）調査対象者は外国人技能実習機構調査事務局に調査票を返送、又はオンラインにより回答
（３）多肢選択方式及び自由記載

監理団体等

４．有効回答数・回収率

令和４年９月１日から11月30日までの間に返送のあった回答を集計。
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元実習生の帰国後の送出機関との連携状況
送出機関との連携状況

送出機関のうち、元実習生の帰国後の状況の把握等について、監理団体が「連携できている機関数」は5,424機関となっている。
（ N＝1,553 （元実習生がいると回答した1,773団体から無回答(220団体)を除いた数) ； 令和４年度）
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連携できている送出機関の状況

監理団体が連携できている送出機関の数については、２～３の機関と回答した監理団体が最も多く、3１.0％となっている。
（ N＝1,773 (元実習生がいると回答した団体数) ； 令和４年度）
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元実習生の帰国後の就職状況

元実習生の帰国後の就職状況

元実習生の帰国後の就職状況について、「雇用されて働いている（40.7％）」、「起業している（5.9％）」又は「雇用されて働くことが決
まっている（5.0％） 」と回答した合計が51.6％となっている。 (N＝52,164 ； 令和４年度)

帰国後の仕事内容

元実習生の従事する仕事の内容が、「技能実習と同じ仕事（31.1％）」又は「技能実習と同種の仕事（24.6％）」と回答した合計が
55.7％となっている。（N＝26,596 ； 令和４年度）
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※「技能実習3号で日本に戻る」及び「特定技能で日本に戻る」は令和４年度から選択肢に追加。
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元実習生の技能移転を進めるための支援（送出機関と連携して行った支援も含む）を行ったと回答した監理団体等が73.2％となっ
ている。 （N＝1,773 ； 令和４年度）

元実習生への帰国後の支援状況
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具体的な支援内容

具体的な支援内容は、「日本での技能実習の修了証明、在職証明等の発行」が81.0％と最も多く、「帰国後の就労・起業に関する相
談対応」が36.2％、「帰国後の就職先の案内や推薦」が32.5％と続いている。 （N＝1,298 ； 令和４年度）
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実習期間中の技能実習の進捗状況

実習生の技能実習の進捗状況について

現在、本邦に在留する技能実習生について、「技能実習計画どおりに進んでいる」と回答した監理団体等
は98.6％となっている。（N＝2,408 ； 令和４年度）
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